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明朝体 縦線が太く横線が細い。端に

「ウロコ」と呼ばれる装飾が

ある。線の強弱が美しいバラ

ンスを生む。 

装飾が目を引きやすく、特に

短いテキストで視線を引きつ

けやすくなる。 

横線が細く、濁点や句読点が見

えにくい。細部が背景に溶け込

みやすい。 

ゴシック体 線の太さが均一で装飾が少

なく、シンプルで力強い印

象。教科書体と異なる形状の

文字が多い。 

線が均一で視覚的に捉えやす

い。短い単語や見出しでの使

用に適している。 

「き」「ふ」「山」「令」など、

手書き文字と異なる形状が混

乱を引き起こす場合がある。長

文では単調になりやすい。 

教科書体 学習指導要領に準拠した形

状で、正しい画数や運筆を学

べる。線に強弱があり、教育

現場で広く使用されている。 

初学者が文字の正しい形状や

書き方を学ぶのに適してい

る。これまで教育現場で標準

的とされてきたフォント。 

横線が細く、視覚的負担が大き

い場合がある。複雑な漢字では

全体像が捉えにくい。 
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